
 
 

 

こ
の
文
章
を
目

に
す
る
頃
に
は

自
民
党
の
総
裁

選
も
終
わ
り
、

   （１） 
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新
総
裁
が
決
ま
っ
て
い
る
だ

ろ
う
。
コ
ロ
ナ
で
緊
急
事
態
の

さ
な
か
、
次
は
衆
議
院
選
挙
。

野
党
共
闘
が
出
来
つ
つ
あ
る
。

ま
だ
間
に
合
う
、
こ
の
国
を
変

え
る
に
は
、
何
を
す
る
べ
き
な

の
か
▼
１
０
月
か
ら
職
場
が

大
き
く
変
わ
る
。
郵
便
サ
ー
ビ

ス
の
見
直
し
の
第
一
弾
。
会
社

都
合
の
見
直
し
だ
が
、
現
場
の

声
が
届
か
な
い
。「
臨
機
応
変

で
変
え
て
行
け
ば
よ
い
」
と
会

社
は
言
う
が
、
今
ま
で
そ
ん
な

こ
と
は
な
か
っ
た
▼
働
く
も

の
へ
の
不
利
益
変
更
の
強
要
。

特
に
期
間
雇
用
社
員
に
対
し

て
。
い
つ
で
も
立
場
の
弱
い
も

の
に
し
わ
寄
せ
が
。
本
当
に
こ

れ
で
よ
い
の
か
。
ま
だ
間
に
合

う
、
職
場
を
守
る
た
め
に
何
が

で
き
る
の
か
。
第
二
弾
も
あ
る

▼
譲
れ
な
い
た
た
か
い
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
一
人
一
人

が
声
を
あ
げ
な
け
れ
ば
「
賛
成

し
て
い
る
の
と
同
じ
こ
と
」
に

▼
香
港
の
民
主
活
動
家
の
周

庭
氏
が
拘
束
中
に
、
「
不
協
和

音
」
の
歌
詞
が
頭
の
中
で
浮
か

ん
で
い
た
と
い
う
。「Discord 

Discord
 Yeah! 

Discord

」 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
こ
） 

 

１
０
月
か
ら
の
土
曜
休
配
で

集
配
部
で
は
大
き
な
変
化
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
支
社
は
「
大
幅

増
員
」「
勤
務
時
間
管
理
」
な
ど

私
た
ち
の
要
求
に
応
え
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
土
曜
休
配
で

「
要
員
不
足
は
あ
る
程
度
緩
和

さ
れ
る
」
と
要
員
不
足
で
あ
る

こ
と
を
認
め
ま
し
た
。
ま
た
、

来
年
の
４
月
か
ら
勤
務
時
間
変

更
が
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
Ｄ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
テ
レ
マ
テ
ィ

ク
ス
の
活
用
で
個
人
個
人
の
勤

務
時
間
管
理
が
で
き
る
は
ず
で

す
。
会
社
の
都
合
の
良
い
こ
と

だ
け
を
公
表
す
る
の
で
は
な

く
、
全
て
の
情
報
の
提
供
を
求

め
て
い
き
ま
す
。
貯
金
・
保
険

関
係
で
は
、
出
向
関
係
に
つ
い

て
社
員
を
中
心
に
考
え
た
施
策

を
行
う
よ
う
申
し
入
れ
て
い
き

ま
す
。 

 

 

コ
ロ
ナ
関
係
は
、
私
た
ち
の

命
を
守
る
た
め
の
最
低
限
の
こ

と
を
要
求
と
し
て
ま
と
め
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
郵
便
部
で
は
年
末
に

向
け
て
大
き
な
動
き
が
出
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
（
９
月
９
日 

意
向
確
認
２
回
目
の
対
応
方
法

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
）
年
繁
要

求
前
に
提
出
を
考
え
て
い
ま
す

の
で
各
職
場
か
ら
の
意
見
を
寄

せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
と
東
京
地
本
は
、
８
月
２
６
日
に
第
１
０
回
定
期
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
多
く
の
意
見
を
基
に
９
月
９
日
の
執
行
委
員
会
で

論
議
し
、
９
月
１
６
日
に
大
会
要
求
書
を
東
京
支
社
に
提
出
し
ま
し
た
。

回
答
指
定
日
を
１
０
月
１
１
日
と
し
ま
し
た
。 郵政産業労働者ユニオン東京地本 

第１０回定期大会要求 

１、組合事務室を貸与していない支部に、組合事務室を貸与す 
ること。また組合掲示板を全分会に設置すること。 

   ２、東京地本及び各支部に対して、すべての情報提供をすること。 

   ３、大幅増員について 

  ①超勤を前提とした配達区域はつくらないこと。また、必要な要

員を確保し欠区を解消すること。 

②不足している要員の補充は、新規採用の正社員でおこなうこと。 

   ４、勤務時間管理について 

①時間前着手を無くすための対策を講じること。 

②服務線表どおりに、休憩・休息を取らせること。 

③DOSSとテレマティクスの活用で、勤務時間管理が出来るの 

か明らかにすること。 

   ５、期間雇用社員関係について 

    ①作業能率測定を必ずおこない、手当を支給すること。 

    ②スキル評価者が変わっても、評価が変わることのない様にする

こと。 

  ６、多くの職場が他部からの応援で業務運行が図られているが職 

   場ごとの業務量のアンバランスを是正し平準化すること。 

 

【二面に続く】 

①社員本人の希望を優先し同意のない出向及び異動は行わないことまた所属局の状況を考慮して行

うこと。 

②コンサルタントの専担化による窓口社員の業務量増加に対して、必要な要員配置を行うこと。 

③新しく担当する業務については十分な研修を行うこと。 

（２）窓口社員とコンサルタントの引継ぎについて 

①引継ぎにあたっては十分な期間を設けること。 

②お客さまの要望で訪問による手続きや営業活動が必要な場合はサービス 

 低下を生じない体制を作ること。 

（３）窓口社員の局周活動について 

①広範囲な局周活動に対応し十分な要員配置を行うこと 

②交通事故等の緊急事態に備えマニュアル等の作成や研修を行うこと。 

８、コロナ関連について 

①全社員にＰＣＲ検査をおこなうこと。特にコロナ感染者が出た職場は早急におこなうこと。 

 

 

 

写真：８月２６日に開催され

た地本大会 

 



  
  

憲
法
」
を
起
草
し
ま
し
た
。
そ
の 

一
つ
で
す
。 

 

条
文
の
多
さ
を
特
徴
と
し(

２

０
４
条)

、
さ
ら
に
は
、
現
憲
法

に
匹
敵
す
る
ほ
ど
内
容
で
、
基
本

的
人
権
の
達
成
と
そ
の
不
可
侵

性
、
国
の
法
律
に
よ
る
保
護
を
明

確
に
し
て
い
ま
す
。 

 

仙
台
藩
士
の
子
千
葉
卓
三
郎

は
、
五
日
市
に
お
け
る
民
権
家
の

グ
ル
ー
プ
と
学
習
と
討
論
を
重

ね
て
作
り
上
げ
ま
し
た
。 

 

 
 

    

  

９
月
４
日
に
、
東
京
全
労
協

の
学
習
交
流
会
、「
明
治
の
自
由

民
権
運
動
が
残
し
た
『
五
日
市

憲
法
草
案
』
ゆ
か
り
の
地
を
巡

ろ
う
」
に
参
加
し
ま
し
た
。 

「
五
日
市
観
能
学
校
跡
」「
五

日
市
憲
法
草
案
の
碑
」「
五
日
市

郷
土
館
」
を
見
学
し
、「
秋
川
渓

谷 

瀬
音
の
湯
」
で
食
事
、
入

浴
と
い
う
行
程
で
し
た
。
残
念

な
が
ら
、
草
案
が
発
見
さ
れ
た

「
深
沢
家
屋
敷
跡
」
へ
は
コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
省
略
、
短

縮
し
た
行
程
で
し
た
。
雨
が
降

っ
た
り
止
ん
だ
り
の
一
日
で
し

た
。 

「
五
日
市
憲
法
草
案
」
と
は
１

９
６
８
年
に
五
日
市
の
豪
農
・

深
沢
家
の
土
蔵
か
ら
発
見
さ
れ

た
１
８
８
１
年
頃
に
起
草
さ
れ

た
も
の
で
す
。
明
治
憲
法
の
発

布
に
先
駆
け
て
、
全
国
各
地
の

自
由
民
権
運
動
家
が
「
私
案
・

憲 

  

（２） 
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当
面
の
行
動
日
程 

 

１
０
月 

２
日
（
土
）
土
曜
日
休
配
開
始 

７
日
（
木
）
第
２
回
地
本
執
行
委
員
会 

１
１
日
（
月
）
郵
政
２
０
条
追
加
訴
訟
裁
判
（ 

１
６
日
（
土
）
第
１
０
回
女
性
部
大
会 

 
 
 
 
 
 
 

さ
よ
な
ら
原
発
集
会
・
２
３
日
に
変
更 

 

 
 
 
 

１
７
日
（
日
）
東
京
労
連
第
４
回
総
会 

 
 
 
 

２
１
日
（
木
）
第
１
回
支
部
長
会
議 

２
３
日
（
土
）・
２
４
日
（
日
）
第
６
６
回 

 
 
 
 
 
 

は
た
ら
く
女
性
の
中
央
集
会 

２
９
日
（
金
）
東
京
総
行
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

郵
政
２
０
条
弁
護
団
会
議 

 

 

【一面から続く】 

 

７、貯金、保険営業関係について 

 （１）かんぽ生命への出向について 

①社員本人の希望を優先し同意のない出向及び異動は行わないこ

とまた所属局の状況を考慮して行うこと。 

②コンサルタントの専担化による窓口社員の業務量増加に対して、

必要な要員配置を行うこと。 

③新しく担当する業務については十分な研修を行うこと。 

（２）窓口社員とコンサルタントの引継ぎについて 

①引継ぎにあたっては十分な期間を設けること。 

②お客さまの要望で訪問による手続きや営業活動が必要な 

   場合はサービス低下を生じない体制を作ること。 

（３）窓口社員の局周活動について 

①広範囲な局周活動に対応し十分な要員配置を行うこと 

②交通事故等の緊急事態に備えマニュアル等の作成や研修を行う 

 こと。 

８、コロナ関連について 

①全社員にＰＣＲ検査をおこなうこと。特にコロナ感染者が出た職

場は早急におこなうこと。 

②感染防止のため関連職場に携帯用消毒液と使い捨ての手袋を配

備すること。 

③トイレやゴミ箱などの衛生環境を改善すること。 

④手洗い用の水道はすべて自動水栓に変えること。 

⑤業務開始時に、全職員の検温をおこなうこと。 

⑥ウオーターサーバーを全職場に配備すること。 以上             

 

飯田光弘 さん 

        （晴海支部） 

この度、東京地本執行委員にな

りました飯田光弘です。出身は

晴海支部です。地本執行委員と

して一つ一つ頑張っていきた

いと思います。よろしくお願い

いたします。 

 

 

新任あいさつをする飯田さん 

（右から２番目）、退任された

本宮さん（中央） 

第１回支部長 

  （支部代表者）   

     会議 

 

日時 ２０２１年１０月２１日（木） 

       午後１時～午後５時 

場所 東部区民事務所 

議題 ①２０２１年度年間活動方針 

          の具体化 

   ②組織の強化・拡大 

   ③その他 

 

 

 

 

写
真
：
五
日
市
憲
法

草
案
の
碑 

下：子供も元

気よく参加 

上：五日市郷

土館内に移設

された古民家 


